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編集後記

2 1世紀に向けて、大学全体が大変な年になりそうです。図書館にとっても、いよいよ、大

きな波が押し寄せてくるでしょう。昨年の外部評価から図書館組織の問題をはじめ、学術資

料とサービス、特に電子ジャーナルの問題など具体的に考えなければならない時期にきてい

ます。また、今年は京都大学で電子図書館国際会議も予定されています。ますます、図書館

活動の広報が重要になってきました。（G）
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宇治地区に附属図書館分館スタート

宇治地区の五研究所共通図書室は、平成1 2年4月1日から附属図書館宇治分館として新たにスタ
ートしました。

今年は、五研究所図書室が発足して3 0周年の節目にあたり、分館に発展することで、将来に向
けた展望を見いだしていきます。

分館では、宇治地区共通図書室を創設した精神を継承して、宙空電波科学研究センター、工学
研究科、エネルギー科学研究科、情報学研究科、さらに自然科学系の関係機関へと、全学的な観
点から研究支援を強化すべく作業を進めています。

中国書のデータ入力開始

平成12年度文部省大学図書館関係予算の図書館機能高度化経費に、総合目録構築経費が新規計
上され、本学に約1200万円が分配されました。これは、中国語図書のデータ入力のための経費で
あり、今年度から附属図書館、文学部、人文科学研究所等で入力作業をする予定です。

名称変更のお知らせ（平成12年4月1日付）

（学外）学術情報センター→国立情報学研究所
（学内）人文科学研究所附属東洋学文献センター→人文科学研究所附属漢字情報研究センター
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